


































本 稿 は、19～20 世 紀 転 換 期 のイギリスにお い て、夜
間 継 続 学 校1)にお ける成 人 教 育 が 、どのような 性 格 の
ものとして 成 立した のか を、ロンドン 学 務 委員 会(SchoolBoard for London)
の取り組 み に 着目し、検 討 すること
を ねらいとしてい る。
従 来 、わが 国 のイギリス成 人教 育 史研 究 で は 、19世
紀 以 降 の大 学 拡 張 運 動 や 労働 者 教 育 協 会(Workers'Educational Association)^)
、トインビー ホール 等 の セツ
ル メント運 動 や 教 育 センター 等3)が 中 心で あっ た。近
年 、日本 の 公 民 館 や 社 会 教 育との 共 通 基 盤 を捉 える
視 点 から、上 杉 孝 賞 による地 域 成 人教 育(communityadult education)
の歴 史的 な 展 開 に注 目した 国 際 比 較
や4)、成 人 教 育 の視 点 に 立つ イギリス学 校 開 放 史 研 究
＊せき なおき 東洋大学文学部教育学科
が 行 わ れ るように なってい る5)。また 、イギリスで は 、夜
間 継 続 学 校 史を 成 人 教 育 のアプ ロ ―チ か ら分 析した
ハ ーシ ー(Percy,  K.)の試 みが ある6)。夜 間継 続 学 校 を
教 育 制 度の 周 辺 的・付加 的 な存 在 と位 置 づ けな がら、
そこに お ける成 人 教 育 の 全 国 的 展 開を初 めて検 証し
た。このように、国 内 外で 研 究 が進 んでい るが、地 域 の
現 場 に関 する実 証 的 考 察は 、課題 として 残されている。
イギリス 最 大 規 模 の 学 務 委 員 会 で あ っ たロンド
ン 学 務 委 員 会(1870 年 ～1904 年) は 、「コカトン 判 決 」(Cockerton
Case) で 越 権 行 為 とされたもの の7)、地 方
税 に より、基 礎 教 育 以 外 の 成 人 教 育 を 事 実 上 供 給
し 続 け ており、地 方 教 育 行 政 機 関 の果 たす 役 割 に 自
覚 的 であ った、と考 えられ る。成 人 教 育 委 員 会(AdultEducation Committee)
の 報 告 書 は 、「夜 間 学 校 制 度
の発 足 に 成 功した」8)とロンドン の事 例を評 価してい る。
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そこで、本 稿 では 、1890 年 代 を中 心とする、ロンドン 学
務委 員 会 の夜 間継 続 学 校 にお ける成 人 教 育 の動 向と
そ の 性 格 につ いて、イギリス現 地 の 公 文 書 等 の 分析 か
ら、実 証 的 に 検 討したい。なお 、本 論 文 の構 成 は 、以
下の 通りである。
ま ず、I で は 、ロンド ン 学 務 委 員 会 に お ける夜 間 継
続 学 校 の 動 向を 明らか にし 、H で は 、成 人 に 限 定した
成 人 学 校 が、どのような 経 緯 で 成 立し 、い か なる性 格
を持 って い たのか を 考 察 する。本 稿 の 論 証 で は 、ロン
ドン公 文 書 館(London Metropolitan Archives) が 所 蔵
するロンドン 学 務 委員 会 に おける 夜 間 継 続 学 校 の 担
当 委員 会9)を 中心とした、一 次 資 料 を用いて いる。
I 。ロン ド ン 学 務 委 員 会 の 夜 間 継 続 学 校
1870 年 、イギリス最 初 の 単 独 の教 育 法 である基 礎 教
育 法 が成 立し、地 方 教 育 行 政 機 関で あるロンドン 学 務
委員 会 が 発 足し た。同 委 員 会 は 、1882 年より、夜 間 継
続 学 校 を 開 校した が、そ の 背 景 として、発 足 か ら10年
以 上 が 経 過して、昼 間 学 校 を卒 業し、生 計を求 めて 労
働 生 活 に 入った 少 年・少 女 たちのことを自 然と考 えるよ
うに なって いた 点 が あげられ る。大 都 市 の 貧しい 若 者
が、わ ず か な授 業 料 で 過 去 の教 育 を継 続し 、初 期 の
訓 練 の 不 備 を 直 す 機 会 が 必 要 で あ る、という見 解 か
ら、夜 間 教 育 に着 手 することを決 めたのである10)。 1882-1883
年 度、ロンドン全 域 に83 校 が開 校し、9,064人 が入
学して い る。 21歳以 上 は1,380 人で 、約15% を 占めた。
学 務 委員 会 内 の夜 間クラス 専 門 委員 会 は 、「最 初 の 年
の クラス活 動 全 体 が、有 望 で あることは明 らかで ある。
制 度 がしっ かり組 織され るように な れ ば 、クラスはさら
に 広 がり、教 育 環 境 は 、夜 間 学 校 にもっと適 したもの
になる。そして、今 後 、学 務 委員 会 は 、価 値 ある継 続 教
育 機 関を 持 つことになるだろう。」11)と報 告した。プ レイ(Bray,
 S. E.) は 、この段 階 の夜 間 継 続 学 校 を「昼 間 学
校 を真 似 たミニチュア」12)と表 現してい る。昼 間 学 校と同
じ 機 能を期 待し、そ れ を補 完 する役 割 が 求 められて い
たので ある。
ところで、基 礎 教 育 法 は 、学 生 の年 齢 の上 限 を規 定
して いな かったが、1872 年 の 教 育 令(Education Code)
は18 歳 とし、1876 年 の教 育 令 は 、そ れ を21 歳 に引き上
げ てい る。ただし 、実 際 のところ 、夜 間 継 続 学 校 に は
幅 広 い 世 代 が入 学してお り、年 齢 上 限 の 撤 廃 は 、夜
間 教 育 改 革 の 最 大 の 焦 点 の ー つ となってい た 。こ れ
を 実 現し たの が、1893 年 の夜 間 継 続 学 校 令(EveningContinuation School Code)
であった。本 令 は、夜 間 教
育 に 関 する初 の 単 独 の 教 育 令 であり、従 来 の「夜 間 学
校 」(night school)は 、「夜 間 継 続 学 校 」に公 式 に 改 称
された。サドラー(Sadler, M.  E.) は、同 令 につ いて、rイ
ギリスの 夜 間 教 育 分 野 で 新 時 代を 開い たもの,13)と評し
ている。
夜 間 継 続 学 校 令 は 、「14歳 未 満 の 学 生 の入 学 及び
受 講 は 認 められ な い」(第8 条)とし 、補 助 金 交 付 対 象
年 齢 が14 才以 上となったことで、21歳 以 上 の 学 生 を公
認して い る。また、夜 間継 続 学 校 令 の 覚 書 に は 、次の
説 明 が 付された 。「この 新し い 法 令 は 、義 務 就 学 の 規
定 にもはや 従う必 要 がなく、何らか の 職 業 生 活 に適 応
するため 、一 般 ないし 専 門 科 目 の教 育 の 継 続 を望 む
学 生 のニーズを満 たすことを ねらいとして いる」薦 同 令
公 布 を受 け て、ロンドン学 務 委員 会 の年 次 報 告 書 は 、
「夜 間継 続 学 校 の 役 割 は 、昼 間 学 校 の 教 育 の 繰り返
しから、昼 間 学 校 で受 け た教 育の 継 続 へと転 換した。
同 時 に、初 期 の 教 育 の 欠 陥 を直したり、す で に 学 ん だ
ことを要 約し たい 人 たちの ため の 十 分な機 会 が 用 意 さ
れ るJ,5)と方 針を 明 示して い る。ここ にあるの は 、「昼 間
学 校を真 似 たミニ チュア」では なく、幅 広 い 世 代 を対 象
に 、基 礎 教 育 の 土 台 の 整 備 や 基 礎 教 育 後 の 多 様 な
継 続 教 育 の場 を 提 供 する新し い 夜 間 教 育 像 と言える
だろう。
なお 、全 国 の 夜 間継 続 学 校 の 傾 向を見ると、21歳
以 上 の入 学 者 数 の 割 合 が 、一 割 を超 えてお り、教 育 院(Board
of Education) の 年 次 報 告書 で は 、「夜 間 継 続
学 校 は 、成 人 教 育 に お い てさらに重 要 な役 割 を果 た
し 始 めているJ16」と言 及してい る。ロンドンの 場 合 、1899-1900
年 度 の 入 学 者 総 数125,640 人 中 、21 歳 以 上 が29,042
人 に 達し 、全 国 水 準よりも 高い 約23 パ ー セントを
占 めた17)。夜 間 継 続 学 校 令 で 年 齢 の 制 約 がな くなり、
成 人 教 育機 関としての 性 格 が 強くなるのである。
こ のように 、ロンドン 学 務 委 員 会 の 夜 間 継 続 学 校
は 、昼 間 学 校を 補 完 する役 割 から 出 発し、基 礎 教 育
の 確 立や 時 代 の 要 求 に 応じな がら、19世 紀 末 葉 に 向
け て、柔 軟 に発 展した。そ れでは 、成 人 受 講 者 の 増 大
は 、現 場 にどのような 具 体 的 影 響をもたらしたの であ ろ








次 のように指 摘して いる。「夜 間クラスは 、昼 間 学 校 の
子ども 向け に 設 計された 、普 通 の 公 立 学 校 の 校 舎 を
利 用してい る。夜 間 教 育 に 関 係 することで 、学 生 の 机
の 不 便さが 生じてい る。7歳 か ら14歳 の 子どもたち のた
め に製 作されて いるため、成 人学 生の 体 格 に全く合 わ
ない ので ある。持 ち運 び ので きる特 別 な机 を用 意した
り、昼 間・夜 間 クラスの両 方 の 学 生 に 対 応 で きる 新しい
机 を提 供 することで、この問 題 を 最小 限にしているJI‰
子ども の 教 育 の 延 長 線 上 に 成 人 教 育 が 成 立 すること
は、効 率 的 な 運 営 を可 能 にした が、施 設・設 備 面 の 制
約 を抱 えることになったのである。特 に、19世 紀 末 葉 の
中 等 教 育 が 未 整 備で 、小 学 校 中 心 の 時 代 背 景 の下、
これ は、繰り返し指 摘されており、実 践 的 課 題 であり続
け た。
また、教 室 に 成 人 受 講 者 が 集うことで、対 象 の多 様
性 が 拡 大 する。このことは 、物 理 的 環 境 だ けでなく、教
育 活 動 の質 に関 する問 題をもたらした 。そ れ は 、夜 間
継 続 学 校 で 学 ぶ 成 人 学 生 による次 の 報 告 に 表 れてい
る。「20歳 から50 歳まで のお よそ30 名 の成 人 男 性 がクラ
スに 在 籍してい るが、全く同じことを 学 ぼうとする人 はい
ない。学 生 の 知 識あ るい は 無 学さが 多 様 であ るた め、
教 師 は クラスを 全 体として 教 育 することがで きな い。そ
れ ゆえ、や り方を 教え、各 自が 求 める課 題 を用 意し、数
分 ずつ 個 別 に 指 導 するだ けで あ る。だ が、こうし た困
難 を抱 えつ つ 、活 動 の豊 かさや 進 歩 は めざましい。全
ては クリスマスまでうまくいって いた が 、新 年 になって、
教 師 が 減り、複 数 の 少 年 が クラスに入ってか ら、か なり
やる気 がそ がれてしまった。出 席 は あまり良いとは 言え
ない 。そ の 原 因 が、成 人 は 遅くまで 労 働して いること、
熱 意 が 失 われ たこと、少 年 が入 学したことなのか わから
ない が、最 後の 問 題 が、大い に 関 係してい ると思う。そ
れぞ れ の 地 域 で 成 人 のみ を対 象とする学 校 を開 校 す
ることは 不 可 能 だろうが 、各 夜 間 学 校 で、成 人 限 定の
クラスないし 教 室を確 保す ることを 提 案 する。これ が 実
現で きれ ば 、少 年 のい るクラスを受 講し 、自分 の 無 学
さをさらすことは ない ので、現 在 離 れているたくさんの人
たち が入 学 するだろう戸 。
こうした 問 題を 解 決しようと、学 校 管 理 委員 会の 専 門
部 会 であ る、「夜 間 クラス及 び 継 続 学 校 委員 会 」は 、成
人 に 限 定し た 学 校 のおり方 につ いて 検 討 する。現 行
の や り方 を踏 襲し、成 人 が入 学 するとは 限らず、年 齢
だ けを 基 準 に 分 類 す べ きで はない という意 見もあ った
が 、従 来 、夜 間 継 続 学 校 に成 人 が入 学 する配 慮 が不
足して いた 点 や、実 際 に年 齢 別 の 教 育 活 動 へ の 地 域
の ニ ーズが あること等 か ら、成 人 を対 象 とする 夜 間 教
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育 案 へ の支 持 が広 がって いく肌 そして、アンコー ナ 通
り(Ancona-road) 夜 間継 続 学 校で 、18歳 以 上 の 女 性を
対 象 とする成 人 学 校(School  for Adult戸 を含 む2 校 を、
試 験 的 に 開 校 することになるのであ る。
1897年9 月20  日、ロンドン学 務 委 員 会 の 最初 のア ンコ
ー ナ 通り成 人 学 校 が 誕 生 する。 278人 が入 学し、21 歳
以 上 が245 人で9 割 を占 めてい た已 この結 果 につ い て、
夜 間 クラス及 び 継 続 学 校 委員 会で は 、「18歳 以 上 の 女
性 を対 象 とす る夜 間 継 続 学 校を 独 立 させる試 み は 、
大きな 成 功を 証 明した。同 校 は 、地 域 の中 に広く 存 在
してい た要 望を 満 たしたのである」23)と、そ の成 果 を 記し
てい る。学 校 卒 業 後 、日常 の生 活 に 結 び つ いた 学 習
機 会を 求 める市 民 の 声 が 、成 人 学 校 を生 み 出す 力 に
なった 、と言えるだろう。
(2) 成 人 学 校 の 拡 大
アン コーナ 通りの 成 功 は 、年 齢 を 分 類 基 準とす る専
門 的 な 夜 間 教 育 機 関 で あ る成 人 学 校 の 増 加 に 結 び
付い てい った 。表1 は 、1897-1898 年 度 か ら1902-1903
年 度 まで のロンド ン 学 務 委員 会 立 成 人 学 校 の拡 大プ
ロセ スをまとめたもの であ る。最 初 の3 年 間 の 学 校 数
は、2から5校 で、入 学 者 数 は2,000 人台 で 緩 や か に発
展しており、前 半 の試 行 期 間 に当 たるが、(あらゆ る点
で 最も成 功した 学 校J-" の 一 つ と、す で に 認 識 さ れ る
ように なって いる。そ の 結 果 、後 半は 、学 校 数 は2 桁 に
なり、入 学 者 数 が1 万人を 超える年 度 が 出てくる。 1901-1902
年 度を 見 ると、夜 間 継 続 学 校 の 全 体 に 占 める割
合 が、学 校 数 で 約フパ ー セント、入学 者 数 でお よそ11 パ
ー セントに達した。
また 、ロンドン 学 務 委 員 会 は、夜 間 継 続 学 校 のプ ロ
スペ クタス(学 校 案 内) を刊 行し、市 民 の 受 講を促 して
いる。その 中 で、この学 校 の目的を「昼 間 学 校 卒 業 後 、
すぐ に 教 育 を 継 続 する機 会 を 若 い大 たち に提 供 する
こと。また、昼 間 学 校 を卒 業して、長 い 時 間が 経 過 し、
学 んだ多 くを忘 れてしまった学 生 の自己 の 向 上 の ため
の 場 を用意 すること。さらに 、日中 労働 に従 事 する成 人
が、夜 間 に 教 育 を続 けることがで きるように することド,
と記し、成 人の 参 加 を 積 極 的 に呼 び 掛 けて い る。表2
は 、1901-1902 年 度 の 成 人 学 校 のプ ロスペ クタスか ら、
比 較 的 早 い 時 期 に 開 校した2 校( アンコ ーナ 通り及び
ケーブル 通り)の 概 要 をまとめたものであ る。どちらも共
学 で、週3 日各2 時 間 夜 間 に 開 講して いる。他 の 学 校で
週2 回 の ケ ースもあるが 、週3 回 が 標 準 的 であった 。ま
た、教 科 を見 ると、洋 裁・婦 人 服 仕 立 て、製 図 、速 記
並 び に 簿 記 等 の 職 業 に 関 係 するものから、声 楽、バ イ
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表1 ロンドン学務委員会立成人学校の拡大(1897-1898～1902-1903)
年 度 ?学校 名 ? 学 校数( 総数) ? 入学者 数( 総数)
1897-1898 ?ncona-road,  Glengall-road ?(280) ?31  (57,586)
1898-1899 ?ncona-road,  Glengall-road, Lower Champman-street ?(321) ?,295  (ニ109,121)
1899-1900 ?ncona-road
，Glengall-road, Eleana-road,  Cable-street,  Collingwood-street?(368) ?,532(125,640)
1900-1901 ?ddison-gardens,Allen-street,
 Upper Homsey-road, Ancona-road ，Eleanor-road,
 Sidney-road,  Lavender Hill, Broad-street,  Cable-street,Glengall-road,
 Portmen-place ?1(395) ?,779(146,971)
1901-1902
1902-1903 ?ddison-gardens,
 Allen-street, Princess May-road, Upper Hornsey-road,Ancona-road,
 Fossdene-road,  Rathfem-road ，Eleanor-road, Gopsallstreet,
 St. John's-road, Sidney-road,  Arthur-street, Crampton-street ，Oliver Goldsmith,
Paragon,  Haselrigge-road  (male, female). LavenderHill
，New Park-road, Oldridge-road,  Sth Lambeth-road, Sussex-road,Cable-street,
 Cubitt town, Portman-place,  Single-streetAddison-gardens,Allen-street,
 Princess  May-road,Upper Homsey-road ，Ancona-road,
 Fossdene-road ，Eleanor-road,Gopsall street, OliverGoldsmith,
 Paragon,  Haselrigge-road,  Lavender  Hill,Oldridge-road,Cable-street,
 Cubitt town, Portman-place ?6(398)16(376) ?2,060(133,191)
－　－　　－　　-- －6,990(126,753)
出 典) School Board for London,  Report  of the Evening  Continuation  Sclwols  Committee  on the 1897-1898 ～1902-1903
Session  of the Evening  Continuation Schools, 1899-1904. より筆者が作成。なお 、1897-1898 年度 のAncona-road は 女性 、また、1897-1901
年度 のGlengall-road 及び1899-1900 年度 のCollingwood-street は 男性のみ が対象で、その他は 全て共学である。
表2　1901-1902 年 度の成人学校2 校 のプロ スペクタス
学校名と所在地 ?対象学生 ?開講曜 日・時間 ?教科等
アンコー ナ 通り(
プラムステッド) ?
成 人男女 ?月・水・木19:00 ～21:00 ?
簿記、大工仕事、調理、洋裁・婦人服仕立て、英 文学、救 急療 法
、フランス語、体操 、保健、園芸、洗濯実習、金 属加 工、刺繍、裁
縫 、機械製図入門、速記、洋服仕 立業、声楽、木彫り
ケ ー ブ ル 通 り(
シヤドウェル) ?
成 人男女 ?月・水・木19:30 ～21:30 ?
算術、簿記、調理、製図、洋 裁・婦人服仕 立て、救急療法 、フラン
ス語、地理学、体操、洗濯実習、磁気・電気入門、裁縫、通俗科
学 、速記、バイオリン、声楽、木工
出 典) School Board for London, 7 〕rospectus of Evening Continuation  Schools Session 23rd September, 1901 to 26th  July, 19021901,















み書 きで きな い成 人 男女 が 多く入 学してい る、とい う報
告 がありコ 、実 際 に 、算 術 以 外 に 読 み方 と書き 方を 開
講した 。このように 、夜 間継 続 学 校で 人 気 の 高 い上 位3
科 目であった 速 記・常 用 算 術 及 び 簿 記 は 、若 年 層 の
職 業 教 育 に関 わるもの であり、必 ずしも成 人学 校の 中
核 科 目に なっておらず 以 家 庭 看 護 の二－ズ は 両 校 で
共 有 するが、そ れ ぞ れ の成 人 学 校で 教 育 内 容 の重 点
の 相違 があった。そして、教 育 局 の 補 助 金 交 付 条 件 で
あ る14時 間 以 上 受 講した 人 数 は 、入学 者 数 から大きく
減って い る。この点 につ いて、例え ば 、グレンゴ ール 通
りで は、受 講 者 数 の 減 少が問 題 となり、そ の原 因 として。(
付 近 の 造 船 所 にお ける並 外 れ た長 時 間 労 働ド) を 指
摘してい る。また 、アン コーナ 通りでも、「ロイヤル・ア ー















救急療法(医療従事者等による) ?04 ? ?救急療法(医療従事者等による) ?9 ?8
算術 ?0 ?3 ?算術 ?1 ?8
簿記 ?5 ?9 ?簿記 ? ?
調理 ?86 ?2 ?製図 ?3 ?
英文学(専門家による) ?20 ?0 ?フランス語 ?3 ?
フランス語 ?0 ?5 ?家庭看護(医療従事者等による) ?1 ?
保健 ?7 ?6 ?読み方と書き方 ?4 ?












出 典)School Board for London, Report  of the Evening  Continuation  Schools  on the Twentieth Session  (1899-1900)  of theEvening
 Continuation  Schools, 1901,  p.21,p.55.より筆者 が作 成。
ることがで きない」30)と報 告 か おる。日中 労働 に従 事 す
る成 人 の 夜 間 教 育 へ の 二－ ズとともに 、現 実 的 な環 境
の厳しさがうかがえる。
(3) 成 人 学 校 の 性 格
このように 課 題 を 伴 い つ つ 、成 人 学 校 が 普 及 する
が 、ここで 成 立した成 人学 校の 性格 は次 の三 点 である。
第 一 に指 摘 できることは 、成 人 学 校 の 教 育 内 容 につ
い て である。若 年 世 代 の 職 業 教 育 を 中 心とする夜 間
継 続 学 校 との 共 通 要 素を 含 み つ つ 、余 暇・家 庭 性 格
に 関 するもの や 、一 般 教 育 、基 礎 教 育 まで 広 範 囲 に
及 んだ 。これ は 、成 人 学 校 が地 域 や 市 民 の ニーズ に
柔 軟 に応じ る教 育 機 関だったことによる。とりわけ 、ス
ミス(Smith,  H. L.)が指 揮 した「ロンドン の生 活と労働 に
関 する新 調 査」は 、25歳 から55 歳 までのロンドンの 成 人
人 口で 、学 校 教 育を 受 けてい ない 割 合 が、1891年・48
パ ー セント、1901年・35パ ー セント、1911年・22パ ーセン
ト、1921年・10パ ーセントと推 移したことを明らか にした31)。
前 世 紀 転 換 期 のロンドン に お い て、基 礎 教 育 法 の恩
恵 を受 けない 成 人 が 数 名 に一人 い たことが わか る。そ
うした 市 民 が、書 き方・読 み 方 並 び に 算 術 を学 ぶことが
で きる身 近な 場 所 が 、成 人 学 校 に他 ならな かった。こう
した教 育内 容の 幅 広さが一 つ の特 色と言える。
第 二 に 、授 業 料 の 問 題 で あ る。夜 間 継 続 学 校 で
は 、1882 年 の 開 校 の 際 、週3 シリング、1883-1884 年 度
から週2 シリングの 授 業 料 を課してい た が32)、1898-1899
年 度 に 、無 償 化 し たことで 、表1 が 示 すように 、入 学
者 数 は 飛 躍 的 に 増 大した 。しかし、1902-1903 年 度 よ
り、16歳 以 上 の 学 生 につ い て、年 間1シリングの 授 業 料
を再 徴 収 することが 決 まる呪 この 背 景として、学 務 委
員 会 が 成 人を 地 方 税 で 教 育 で きるか 、を 争 点 の 一 つ
とする裁 判 で、会 計 監 査官 コカトン(Cockerton,T.B.) の
主 張 を認 め、基 礎 教 育 以 外 の教 育機 会 の 提 供 を、学
務 委 員 会 の越 権 行 為とする判 決 が 下され たことが 指 摘
で きる呪 これ に伴 い 、ロンドン 学 務 委 員 会は 授 業 料 を
再 徴 収 するが 、夜 間 継 続 学 校 は 貧 困 地 区を 含 む ロン
ドン 全 域 で 開 校してお り、表I にあるように、成 人 学 校
を 中 心 に 労 働 者 階 級 の 参 加 に 直 接 的 な 影 響 を 及 ぼ
し た。成 人 学 校 は 夜 間 教 育 から 分化し た市 民 の 手 の
届く教 育 機 関で あるだ けに 、授 業 料 の負 担 の 程 度 は、
大きな阻 害ないし促 進 要 因であった。
第 三 に 、対 象 の 性 格 につ い てであ る。す で に明 らか
にし たように 、成 人 学 校 は、実 生 活 を営 む 幅 広 い 年
齢 層 が対 象で 、青少 年とは 異 なる多 様な 背 景 をふまえ
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る必 要 から成 立した 。ポ ートマン・プ レ ースの 活 動 につ
いて、「この 新しい 学 校 は 、地 域 の問 題 並 び に 成 人学
生 の 長 時 間 労 働 という非 常 に 不 利 な状 況 の 中で 、経
験 豊 かな 校 長 と有 能 な職 員 の熱 心 な努 力 によって、し
っか りと取り組 んで いる。精 力 的 に 活 動し、教 育 の 質
は 全 体 に 優 れてい る」35)と報 告 かおる。他 校を 含 めて、
成 人学 校 を 担う教 職 員 の役 割 は 、非 常 に重 視されて
い る。特 に 、大 都 市 の 過 酷 な 労 働・生 活 環 境 で 暮 ら
し 、教 育 制 度 が十 分 に 機 能しない 時 代 を生きてきた 成
人を支 援 するため に は、次 の 実 践 記 録 に 見られ るよう
に、きめ 細 か い 配 慮 が 必 要であ った。「み な入 門 的 な
授 業 一 子ども向 けの 読 み 物を 読 んだり、大きな丸 み の
ある 筆 跡 の 宇 を書くー を受 講して い る。あご 髪 のある
男 性 や 一 家 の 母 親 にとって、学 校 に通 うことや 嘆 か わ
しい 無 学さを認 めるのに、大 変な 労力 を要 する。最初 、
そうした 人たち はお どおどと神 経 質 にやって 来るが 、教
師 が すぐ に 安 心で きるように する。そうだと知って い れ
ば 、数 年 早く通ってい ただろうと告 白するものもいる。中
年 の 女 性 は、子ども時 代 に学 校 教 育を 受 けたことがな
かっ た が、最 後 に在 学 で きて涙ぐんで いる。ある男 性
の 大 きな 目標 は 、新 聞 を読 めるようになることで あ る。
女 性 たちは 、自 分 の 子どもの 教 育 を受 ける姿 を 見て、
自らの 不 完 全 さを 痛 感したことが、学 校 に 入 学 する 動
機 になってい る」几
このように 、成 人学 校 は 、様 々な 背 景を持 つ 市 民 の
要求 に柔 軟 に 応 えることを原 動 力 に、日常生 活 に 直 結
した多 目的な 教 育 機 関として、ロンドン の教 育 制 度 の 中
で、不可 欠 の一 部 をなした ので ある。
おわりに
以 上 、ロンドン 学 務 委 員 会 の 夜 間 継 続 学 校 にお け
る成 人 教 育 の成 立と性 格 につ いて 検討 してきた 。同 委
員 会 は 、地 域 や 市民 の二－ズや 生 活 の 多 様 性を反 映
しつ つ 、新し い 試 みとして、成 人 学 校 を 開 校し 、ロンド
ン 市 民 の 学 習 活 動 を支 援 した。ハ ーシ ー の 言 に よれ
ば 、「そこに お ける成 人 教 育 は 、計 画され たものというよ
り、偶 然 的 なもの」37)であっ た。
ところで、1902 年 教 育 法 並 び に1903 年ロンドン教 育
法 に 基 づき、1904 年 、ロンドン 学 務 委員 会 が 発 展 解 消
し 、新しいロンドンの 地 方 教 育 当局(Local　EducationAuthority)
で あ るロンド ン・カ ウン ティ・カ ウン シ ル(London
County Council) が誕 生した。 20年 以 上 の 活
動 蓄 積 を持 つ 夜 間 継 続 学 校 の権 限も移 管され た。成
人 学 校 に 関しては 、基 礎 教 育 後 の上 級 教 育 の 範 躊 に
正 式 に組 み込 まれ ることになり、夜 間 教 育 に16 歳 未 満
のジュニア(Junior)と16歳 以 上 のシニア(Senior) の 部 門
を 設け、年 齢 を基 準とする教 育 活 動を継 続して いる38)。
また 、年 間 の 授 業 料 が1シリングとい う点 は 、変 わらな
い 。この 分 野 は 、前 世 紀 転 換 期 に す で に 成 長してお
り、基 本 方 針 は受 け継 がれ たことがわか る。
た だし、夜 間 教 育 に お ける成 人 教 育 の 本 格 的 展 開
を可 能 に する制 度 的な 基 盤 の 整 備 は 、新しい 担い 手
であ るロンドン・カウン ティ・カウンシ ル による1913 年 の夜
間 教 育 改 革 を待 だなけ れ ばならなか ったへ 同 年 、成
人の 知 性 や 特 性を 十 分 に考 慮しつ つ 、18歳以 上 の成
人 男 女 に非 職 業 科 目を教 授 するノン ボケ ーショナル・イ
ン スティテュート(Non-vocational Institute)(後 のリテラリ
ー・インスティテュートーLiterary Institute)と、14歳 以 上
の 全 ての 女 性 を 対 象 に 、家 政 教 育 を 主 に行 うウィメン
ズ・インスティテュート(Women's Institute) が発 足してい
る。この 改 革 の 際 、表1 で 示した学 務 委 員 会 時 代 の 成
人 学 校 の 中 で、ラベ ンダー・ヒル は 前 者 に 、ハ ッセ ルリ
ッジ、フォスデ ン通り及 び アンコナ 通りの3 校 は 、後 者 に
再 編 成されて い る10)。市 民 の 実 際 の 要 求 に柔 軟 に応
えることを 原 動 力 に 発 展した 前 世 紀 転 換 期 の 成 人 学
校 は 、成 人 教 育 活 動 の 基 礎 を構 築 するもの で あり、新
しい 時 代を先 取りしたという点 で、地 方 教 育 行 政 機 関を
担い 手 とするイギリス公 教 育 に おける成 人 教 育 の萌 芽
であった。
(イ寸記) 本 稿 は 、日 本 学 術 振 興 会 平 成24 年 度 科 学
研 究 費助 成 事 業・若手 研 究(B)「ロンドン のアウトリー チ
型 成 人 教 育 に おけるカリキュラム 開 発 史 の研 究J( 課 題
番 号23730767 、研 究代 表 者 関 直 規) の 助 成を 受 け たも
のである。
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